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B-order

災害物資要請から変えるtoBオーダーインフラ
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サービス

自治体から物資要請がある
協定企業様向け

クラウド受発注サービス
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課題

自体から企業へ行われる物資要請はいまだに電話や

FAXのみです。アナログデータでのやり取りにより受け手

の企業様の処理が煩雑になっています。
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課題
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確認の折返し
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引継ぎ漏れ
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なぜ？

・自治体ごとの足並みが揃いずらい

・自治体も企業も改善の優先順位が低い

・企業単体の仕組では自治体も対応してもらえない
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B-orderはそうした課題を抱えている

協定企業の要請環境をデジタル化します。
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概要

B-orderの特徴

・クラウドサービス

・企業サイドが導入主体

・自治体側の画面が共通
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Web
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協定事業者

契約

要請方法として利用依頼

自治体

モデル
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協定事業者

自治体

②各種データ投入

会社情報
アカウント作成
提携先自治体情報
配送先情報
要請分類情報
要請品情報
配送業者管理
荷姿管理
など…

③担当者に
招待メールが届く

④利用可能に

①アカウント発行

モデル
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複数の協定事業者からの招待について

最初の1社から招待。以降は選択肢が自動で増える

1社目

2社目

3社目

選択出来る⽀援
企業が増える

モデル
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ナレッジ

11月～2月に掛けて実証実験を行っています。



正式リリース
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マイルストン

2022年4月 2022年12月

開発

Β版リリース

協定企業へアプローチ

⾃治体への導⼊数800
協定企業導⼊数50社達成

BtoB版 ⼀般企業へアプローチ

スケジュール


